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多摩市ＴＢＧ協会規約第６章附則の定めにもとづき以下の細則を定める。 

     

多摩市ＴＢＧ協会  

月例競技会細則 
１．月例競技会は事業計画に基づき該当する日時・コースにて行う。 

悪天候やグランドコンディション不良の場合は予備日（原則として翌週）に延期する。 

延期の判断は、各コース担当がグランド状況を見て会長・理事長に連絡、会長が結論を出し役員連

絡網で理事・監事に通知する。この判断は競技会前日 17時までに行う。予備日も実施不可能な場合

は、その回はいったん中止とし、理事会の協議を経て事業計画上に再スケジュールする。 

２．競技参加者が２５名未満の場合は延期または中止とする。  

３．競技会の運営は原則として下記運営要領に基づき、前回成績１位から５位の入賞者が行う。ただし

コースの設定・撤収などはコース管理者および競技委員など参加者全員の協力により行う。 

４．競技は１８ホール（９ホールｘ２）のストロークプレイで別に定めるハンディキャップ戦 

  で行う。 

①スコアはホール毎の規定打数の２倍の打数で打ち切りとする。 

   ②同スコアの場合の順位は、ローハンディ者、年長者を上位とする。 

５．組合せは原則４人１組とし、抽選により行う。ローハンディの者をリーダーとする。 

６．競技は各コースのローカルルールと東京都ＴＢＧ協会競技規則に準じて行う。 

７．リーダーおよび公認指導者は、特にマナーとルールを遵守するとともに、同伴競技者への「マナー

とルール」の指導に留意しお互いの向上の場にしよう。 

ただし競技中の技術的指導や指摘は控え、競技終了後に適切・親切にアドバスを行う。 

８．ティは 3箇所設置（ただし､ショートホールおよび第一打を飛び地に入れるホールは原則として 2箇

所）し、男子は最後方、女子および身障者は最前方を使用するものとする。 

なお、男子 80歳以上でハンディ 10以上の者は真ん中のティを使用することができる。 

９．参加費は原則２００円とし賞品などに充てる。 

10．表彰は賞品（シャトルボール）の授与をもって行うこととし、優勝３個、準優勝２個、 

３位１個、４位１個、５位１個および飛び賞（10位から 5位刻み）１個、ＢＢ賞１個 

（飛び賞との重複なし）、グッドスコア賞１個 （ベストグロスまたはそれに続くグロススコアを記

録した者に授与。なお、この賞は 1 試合 1 名のみとし同スコアの場合は年長者が受賞、さらには 1

年度内で１回限りの受賞とする。）、ホールインワン賞１個（1 試合 1 回のみ）とする。女子の参加

人数が５名以上の場合は上記の他に女子の１位を表彰する（シャトルボール 1個 ）。 

11．月例競技会の成績を年度末に集計し、年間成績優秀者３名（１位・2 位・3 位）に賞品を授与する。

成績は優勝：５点、準優勝：３点、３位：２点、その他：1点の合計とし、最多得点者が年間１位と

なる。なお合計点が同点の場合は、最終月例会開催時におけるローハンディ者、年長者を上位とす

る。    

 

月例競技会運営要領  
１．コース設営・・・競技委員、コース管理者、参加者全員で行う。 

２．参加者の受付と参加費徴収・・・競技開始３０分前までとする。 

３．組合せ表の作成・・・原則抽選で行う。受付時にスコアカード、成績申告書を配布する。 

４．競技会開会の司会・・・司会者は６．を含め原則として前回成績上位者の中で互選する。 

５．成績の集計・順位の確定      

６．成績発表・表彰の司会      

７．コース撤収・・・参加者全員で行う。       
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ハンディキャップ細則 

 ハンディキャップの改定は 1年間のスコアに基づき毎年度当初に行い、加えて年度内の正式競技会（月

例競技会、親睦会、市民大会、シニアスポーツ大会等）の入賞者（１位～３位）に対し都度改定を行う。 

  

１．年度ハンディキャップの算定方法 

①新年度当初において、前年度に開催された多摩市ＴＢＧ協会主催・主管の正式競技会のスコアに

もとづき新年度ハンディキャップを算出する。算定方法は、全てのスコア中から最悪スコアを除

いて平均した数値からパ－７２を引いた数の８０％とする(小数点以下は四捨五入）。ただし、男

性：３０、女性：３６ を上限とする。 

②前年度正式競技会の参加回数が２回以下の会員は暫定ハンディとする。なお、前年度の最終競技

会開催時において暫定ハンディであった会員はそのハンディをそのまま持ち越し、正規ハンディ

であった会員はその正規ハンディを暫定ハンディとする。暫定ハンディも男性:３０、女性:３６

を上限とする。 

    ③役員は外部の競技会などの成績を勘案しハンディを決めることができる。 

④暫定ハンディの会員は練習コースなどのスコアカード３枚（前年度の正式競技会の記録がある場

合はそのスコアも有効）を役員に提出し正規のハンディを取得できる。  

         

２．入賞者のＨＤＣＰの改定 

①優勝は３０％ダウン  

②２位は２０％ダウン 

③３位は１０％ダウン 

④シングルのハンディ（９以下）者は 優勝：－３、２位：－２、３位：－１  とする。 

 

３．新入会員の暫定ハンディの決め方  

役員は新入会員の入会時にゴルフの経験等の有無について聴き取り、暫定ハンディを決定する。 

①現在ゴルフをやっている者は男性：２０、女性：２５とする。 

②現在はゴルフをやっていないが過去にゴルフ経験のある者は男性：２５、女性：３０とする。 

③それ以外の者は男性：３０、女性：３６とする。 

 

４．競技会での運用 

①競技会(月例会、親睦会、市民大会、シニアスポーツ大会等）は原則男女混合のハンディキャップ

戦で行う。 

②暫定ハンディの者は優勝、２位、３位の入賞は出来ない（親睦会、市民大会、シニア大会は除く）。 

 

 

＜設定・改定経緯＞ 

     平成 23年 5月 7日制定  

 平成 24年 2月 7日改定  

平成 26年 4月 20日改定 

（カップ取り切り戦の廃止、年間成績同点者の順位付け方法を明定）平成 29年 4月 4日改定 

（月間ベスグロ獲得権利を 1人年 1回とするよう修正、その他全体的な文章整備を行う）平成 30年 4月 3日改定 

(年間成績優秀者表彰の対象を 1名から上位 3名までに拡大) 平成 31年３月５日改定 

(テイを３カ所に増設し使用基準を明定、延期判断の明確化) 令和 2年４月１日改定 

(役割分担の平準化と月例会延期判断の改訂、成立要件の修正) 令和 3年 5月 4日改定 

     (ﾍﾞｽｸﾞﾛ賞をｸﾞｯﾄﾞｽｺｱ賞に改名、ｼﾆｱ大会を追記、年度始ﾊﾝﾃﾞｨの記述を修正) 令和 4年 4月 1日改定 


